
堺市職労70周年記念式典のオープニングでは
「ディーンアゴオカ弦楽四重奏団」のメンバー
として演奏しました（2016年２月６日）　　
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　最高裁に上告している労働事件の勝利をめざして、12月16日に「最高裁包囲行動」が行
われ、全国各地から参加した250人が「最高裁は公正な審理と判決をおこなえ！」と、シ
ュプレヒコールを響かせました。
　集会では大阪市労組の田所委員長が「組合事務所裁判」について決意を語り、大阪自治
労連弁護団の城塚弁護士はこの裁判の意義と現在の局面について訴えました。
　16日の早朝宣伝には、前夜に大阪を出発した「弾丸バス」に大阪市労組をはじめ、堺市
職労や豊中市職労、泉佐野市職労の仲間や、大阪労連の民間部会の仲間など34人が乗り込
み、最高裁で合流して90人の参加で行いました。
　大阪自治労連は憲法に保障された労働者の権利を守るために、今年も多くの仲間ともに
たたかいをすすめていきます。

12・16最高裁包囲行動 大阪市労組の組合事務所退去
通告問題で「上告を受理せよ」
の訴えを聞く仲間たち　　　

　「沖縄に基地はいらない」沖縄県民の民意尊重、基
地の押しつけ撤回を掲げた12・10おおさか総がかり集
会 in 扇町公園には4000人が集まりました。

沖縄に基地NO！

　おおさか自治体の仲間 　2017年１月15日　第329号 ８
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　大学時代からビオラを弾き始め、昨年２月の堺市職
労結成70周年式典でも仲間とともに演奏を披露した池
側さん。職場のある三国ヶ丘の上下水道局庁舎を訪ね
て仕事や音楽、組合活動についてうかがいました。
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し
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昨年の演奏会でビオラを
演奏する池側さん　　　


